
2025年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL13925B10）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

サモア C103 野菜栽培 20～45
歳のみ 個別 交替

2代目 2年 ・2026/1 ・2026/2 ・
2026/3 ・2027/1

    

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

財務省

2）配属機関名（日本語）

ウィメン・イン・ビジネス・ディベロップメント
N

3）任地（ ウポル島ヌウ ） JICA事務所の所在地（ ウポル島アピア ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ+徒歩 で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1991年に設立されたNGOで、約500世帯の小規模農家を支援し、オーストラリアの有機認証基準に基づいた有機農業の
普及と収入向上を支援している。オーガニック製品を海外有名大手企業や国内のホテルやレストランへ供給しており、E
コマース、月一回のマーケット開催にも取り組み、国内への流通拡大に取り組んでいる。マーケティング支援のため、
海外ボランティアを受け入れている。年間予算は約7000万円。配属先のホームページはこちら 、配属先のFacebookは
こちら

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先は、有機栽培を通じた、地域環境の保全や住民生活の質の向上を目指し、国内の農家に対して、コンポストの作
り方や農薬を使わない害虫対策を教えている。配属先スタッフと一緒に農家を巡回して、より効果的に有機農業を行う
ための技術的な支援を行う隊員要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 配属先スタッフや地域の小規模農家に対して、効果的なコンポストの作り方や農薬を使わない害虫対策等の技術指導
を行う。
2. 配属先のガーデンや小規模農家を訪問して、有機農業、野菜栽培の更なる改善に関する指導を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

事務室、プリンター、農具一式

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚スタッフ数は約20名で、聴覚障害者や海外からのボランティアも含め、多様性のある職場環境。
活動対象者は全国のコミュニティの小規模農家。

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL13925B10_1.jpg?t=1758251071
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL13925B10_2.jpg?t=1758251071
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL13925B10_3.jpg?t=1758251071
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL13925B10_4.jpg?t=1758251071
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL13925B10_5.jpg?t=1758251071
https://www.womeninbusiness.ws/
https://www.facebook.com/WIBDI/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：活動遂行に必要な
ため

[参考情報]：

　・オーガニック栽培の知識が必要

　・実務経験は学校の有機農業実習を含めて良い

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（25～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
農作物の一例は、なす、トマト、青梗菜、青唐辛子、きゅうり、キャベツ、レタス、ハーブ(コリアンダー、バジル、レ
モングラス)。
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